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　中国から浙江樹人大学の万国偉と申します。

よろしくお願いします。今回は甲斐学長先生の

ご紹介で、このように立派な国際セミナーに参

加することができまして、心より中村学園大学

の皆さまに感謝しております。

　当大学と中村学園大学は、去年、協定を結ん

で提携大学になりました。今日は、当大学の７

名の学生も会場に来ています。10日ぐらいの予

定で、こちらで研修しています。

　では、今日のテーマは、「中国における農村

電子商取引の発展および農産物流通への影響」

です。

　背景として、まず中国農村電子商取引につい

て報告させていただきます。中国の農村地域を

地縁とし、村民（中国では戸籍制度があります

ので、農村戸籍を持つ人は村民、あるいは農民

と言われています）をポート取引主体とし、イ

ンターネットプラットフォームを通じて展開す

るさまざまな商業ビジネスでございます。近年、

特にこの５～６年の間に、電子商取引は中国で

急速に発展しました。中国政府が農村振興戦略

を実施するにあたり、農村電子商取引はよりよ

い発展のチャンスを迎えています。

　中国の成長率を見ますと、2010年から2018年

の間に、ＧＤＰ成長率は鈍化しましたが、今の

成長率は、経済総量が安定的に増加しています。

　都市部と農村部の住民１人当たり可処分所得

の変化を見ますと、2012年から2018年までの７

年間でほぼ倍増しました。要するに、中国人が

豊かになっているといわれています。

　都市部と農村部住民の食品・タバコ・酒製品

の消費支出を見ますと、１人当たりの消費は、

2014年は都市部で６千元ありましたが、2018年

は7239元になっています。ただし、農村と都市

の住民の支出格差は大きいです。農村は、だい

たい２分の１です。

　エンゲル係数の変化については、1980年は

60％近くになっていますが、2000年は都市部は

40％ぐらいです。2018年は30％近くになってい

ます。ただし、上の数字を見ますと、都市部の

住民の１年間の支出は、1980年は420元しかな

かったんですが、2018年は7200元となっていま

す。

　特に通信産業は急速に発展し、この図を見て

も分かるように、携帯電話やパソコンは急速に

普及しました。携帯電話は若者だけでなく、年

寄りもみんな使っています。先ほど学長先生が

おっしゃったように、特にスマートフォンをみ

んな使っています。

　テンセント（騰訊）という会社は、中国語で

「微信（ウェイシン）」と発音しますけれども、

WeChat（ウィーチャット）を開発しました。

WeChat は2011年にスタートしてから、わずか

７年間で、2018年末までに７億9600万人のユー

ザーを獲得しました。最近、海外でもたくさん

の利用者が、この WeChat を使って中国人と

連絡しています。私と中村学園大学の先生方も、

いつも WeChat で連絡しています。

　先ほど甲斐先生も報告したように、Alipay

（アリペイ）、中国語で書いてありますけれども、

「支付宝（シーフーバォ）」と発音します。どこ

でも Alipay を使用して支払っています。外国
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の方も農村の人も年寄りも。現金がいらない社

会といわれていますけれども、われわれは外で

もケータイだけです。面白い話がたくさんあり

ます。アリババの本社は杭州市です。泥棒がお

金を奪うために、夜11時ごろオフィスに侵入し

ましたが、中に１千元しかなかったのです。泥

棒は逃げましたが、すぐに捕まえられました。

　農村振興政策は、中国共産党の第19回代表大

会の報告書の中に、農業、農村、農民問題、い

わゆる三農問題を国家の根本的な問題だと指摘

し、「農村振興戦略の実施」を提示しました。

この中で小康社会は、豊かな社会という意味で

すけれども、その弱点と難点は「三農」問題で

ございます。

　中国のトップ、首脳部ですけれども、習（近

平）主席と李（克強）首相は、三農問題の重要

性を何度も強調しています。

　続きまして、中国における農村電子商取引の

発展現状について報告いたします。

　全国には３万余りの渉農サイトがあり、この

うち農産物専門の電子商取引プラットフォーム

は３千に達しています。例えばアリババのプ

ラットフォームは、農産物を扱う店が90万個を

超えています。

　その歴史を見てみますと、1996年に始まり、

山東農民がインターネットでニンニクを売りま

した。それから、綿花、食料など、順番にイン

ターネットで取引を開始しました。2005年に、

易果網インターネットで生鮮農産物の取引も始

まりました。2012年前後は、和楽康、沱沱工社

などの会社が出てきました。

　そして、2012年から2013年の間、２つの事件

があります。褚橙（ミカン）のブランドですが、

生産者の名前です。ブランド品として北京で、

インターネットで売ることなんですけれども、

大変成功しました。もう一つは、ライチの戦い

です。農産物電子商取引のブランド運営をどん

どん推進してきました。

　2013年から2014年の間は、Ｂ2Ｃ、Ｃ2Ｃ、Ｃ

2Ｂ、Ｏ2Ｏ（online to offline）など、さまざ

まな農産物電子商取引のパターンが現れてきま

した。2014年から、農産物電子商取引は融資の

ピークに入っています。

　先ほど述べた褚時健氏は、1928年に生まれ、

1979年から1999年まで20年間、大きな卵の会社

の社長でした。1999年は、汚職問題と言われて

刑務所に入っていましたが、３年後の2002年ご

ろに体を壊して刑務所から出てきました。彼は、

奥さんと２人でミカンを生産しようと思い、

2012年、85歳のとき、自分の名前を付けたブラ

ンド品を北京で売ることに成功しました。実は

この方は、今年の３月、91歳でお亡くなりにな

りました。

　この２つは、会社のホームページです。時間

があれば、ご覧ください。

　農村のインターネット小売販売とは、農村地

域に登録された企業や個人のネットショップで

実現するモノ型、またはサービス型のインター

ネット小売を意味します。

　中国の農村におけるインターネット小売額の

変化を見ますと、2014年度と2018年度では10倍

ぐらいになっています。全国のインターネット

小売販売額の中で、農村におけるインターネッ

ト小売額の占める割合は18.7％ぐらいです。

　中国における農村電子商取引は、２つの特徴

があります。農村のネットショッピング市場は

急速に成長しました。農村電子商取引のインフ

ラも急速に発展しました。電子商取引の大手は、

アリババ、京東、蘇寧、中国郵政グループなど

があります。現在、宅配村の割合は約76％に達

しています。

　特にアリババの「千県万村プロジェクト」の

成果について、簡単に説明します。30個の省レ

ベルの行政区域、1038個の協力県、60万個の村

レベルの淘宝経営者をカバーしました。さまざ

まな協力県が1327個あります。

　農村電子商取引のパターンと業態について見

ますと、ちょっと説明しにくいですけれども、
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だいたいこの10種類があります。その特徴は、

後にまとめております。

　この地図を見ますと、農村電子商取引の先進

地域は中国の東部地域です。いずれも特色農産

物を中心としてやっている地域が多いです。例

えば浙江省の臨安市は、ナッツとクルミが全国

的に有名です。中国語で「桐廬（トンルー）」

という県は、中国で最も美しい農村といわれる

所です。農村観光などもやっています。

　特徴を見ますと、県域の分布から見て、浙江

省は50％ぐらい貢献しました。農村の電子商取

引の50％は、地元の有名な農産物です。100％

の農村電子商取引は、政府の強力な支援を受け

ています。やはり政府からの支援がないと、な

かなか発展できません。90％の電子商取引は、

大手電子商と緊密に協力しています。

　淘宝村、拼多多などは、農村電子商取引業の

ために設計され、農家のニーズに合っています。

拼多多は、後で簡単に説明します。

　発展の構造と方向について報告いたします。

　実体製品とサービス製品の売上高は、実体の

ほうが多いです。62.9％占めています。成長率

を見ますと、西部が一番高いです。これは簡単

に分かると思いますが、西のほうは一番遅れま

す。東は先進地域といわれています。

　中国における農村電子商取引の優位として

は、総額はすでに兆元になって、年成長率は

30％に達しました。政府からの支援もたくさん

ありますし、もう一つ重要なことは、農村の住

民はインターネット購入に慣れ、農村電子商取

引の発展の基礎が比較的よくなっています。そ

して、農家の収入を増加させることができまし

た。

　ただし、発展のスピードが速いので、いろい

ろなところに不足があります。例えばインフラ

の整備、品質の高い農産物の産業化経営はまだ

まだ実現していません。農村電子商取引小売額

のうち、農産物の割合は比較的低い。例えば、

農村から都市消費者に売る農産物の割合は低い

です。農村の人は工場から製品を買うほうが多

いです。

　農産物の生産・加工・販売の「三産融合」、

日本でいえば六次産業です。その発展はまだ不

十分です。農村電子商取引は、従来の農村商業

貿易システムに対して一定の破壊をもたらし、

着実に改造・アップグレードを進める必要があ

ります。

　最後の６番目は、農村電子商取引の経営は混

乱して、監督するのが困難です。例えば偽物と

か、自分のブランドではなく、有名なブランド

を使って、すぐ売ることも結構あります。だか

ら、なかなか監督することも難しいのです。

　例１として、拼多多です。拼多多は、2015年

９月に上海ドリーム（ 梦）情報技術有限公司

が設立しました。簡単にいえば、拼多多のホー

ムページでユーザーは友人と一緒に注文する

と、より低価格で商品を購入することができま

す。要するに、安いものをここで買えるのです。

　発展の道のりを見てみますと、2015年、正式

なオンラインへ。2016年、周年記念日の取引額

は１億元を超えました。わずか３年で、2018年、

米国に上場し、発行価格は19ドル、時価は240

億ドルに達しました。これは中国人でも信じら

れないことです。ちょっと早過ぎると思います。

　拼多多のターゲット顧客は、20～35代の若者

です。約54％を占めています。彼らの住んでい

る所は、中国語でいえば、三四線都市です。

　もう一つ、貧しい農民を助けること。次を見

ると、多数のお客が一緒に農産物を買う、多数

の農家が一緒に農産物を売ること、２つのこと

があります。

　2018年の成果を見ると、農産物取引額は約

653億元です。貧しい農家、17万戸を支援しま

した。新しい農産物ブランドを大量に育成しま

した。

　農産物に関する活動は、たくさんありますが、

ここでは３つ書いています。専業農家について

は、専門家が貧困地域の農家の栽培と電子商取
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引を連携して指導し、産業の現地化能力を形成

しました。

　農家については、ネットワークの構想を持っ

た農家が続々と農村に戻って創業し、新農家の

チームを拡充しました。新農家はどういう意味

か、簡単に説明します。

　新農家は、中国で20年か30年前、農村から労

働力として、町に出てきました。農村は仕事が

ないでしょう。仕事を探して、町に住んでいま

した。しかし、最近は特に物価が上がって、町

の生活ができなくなったのです。だから、地元

の農村に戻りましょうと、そういう趨勢が出て

きました。彼らが新農家です。もともと農業は

全然やったことのない人たちです。だから、新

農家といわれています。

　流通については、中国郵政物流と協力して 

「産地直送」、そういうサプライチェーン体制を

実現させています。

　これはホームページでよくありますが、拼多

多で、もっと安い果物が買えます。品質も保証

されています。

　電子商取引の発展趨勢について見ますと、５

点あります。１点目は、農村電子商取引サービ

スの多様化、いろいろなかたちがあります。例

えば小売、農産物電子卸売市場、ネットワーク

オプション先物取引などがあります。

　２点目、電子商農産物がますます豊かになっ

ています。無形農産物について、少し説明しま

す。農耕文化体験、都市の人は農業のことは全

然分からないですから、農村にいて農耕文化を

体験できますし、田舎のレジャー観光などがた

くさん出てきます。民宿、みんな同じように発

展しています。

　３点目は、農村電子商取引のさまざまな市場

主体が革新的に発展し、新しい経営主体が形成

しました。

　４点目、農村電子商取引の現地化とブランド

化、もちろん地縁、ブランドなど、いろいろ発

展しています。

　最後は、農村電子商取引の生態系の構築です。

３つに力を入れています。政府の誘導、農家の

参加、社会資本の投入を発展させています。

　以上、まとめますと、農村電子商取引は独自

の特徴を備えており、特有な優勢を発揮するこ

とが重要であります。モバイル電子商取引、

WeChat・マーケティングなどがより便利で、

ケータイですぐ使えますけれども、プロの電子

商取引プラットフォームがより魅力的で、誰が

よりよいサービスを提供できるか、誰がもっと

成功できます。

　次は、農産物流通の現状について報告します。

　簡単に説明しますと、中国は基本的に成熟し

た農産物流通市場を形成しました。大・中都市

を中心に周辺の中小都市・農村地域に分散して

おり、多層的で多様化した市場の流通構造が形

成されています。主な流通の主体は、農家、農

業合作組織（日本の協同組合のようなもの）、

卸売商、小売店、チェーンスーパーなどです。

　流通ルートについては、後で詳しく説明しま

す。強調したいのは、インターネット＋新しい

農産物流通ルートです。

　農産物の物流総額は増加していますが、社会

全体の物流総額の中で占める割合は低いです。

約1.5％しかありません。

　農産物卸売市場は、2016年の数値ですが、全

国で約4400個あります。取引額は4.7兆元に達

しています。ただし、Cold Chain の流通率は

低いです。例えば、果物野菜は５％しかありま

せん。

　主な流通主体は農家です。農業人口は多く、

10億人を超えています。家庭農場（家族が主な

労働力となり農業を経営する）は87.7万戸、人

口は5.7661億人がいます。農協（農民専業合作

社）は約200万前後、農家は１億戸を超えてい

ます。

　それから、卸売商、小売（農貿市場）。農貿

市場は、端末ですね、一般消費者が何でも買え

る所なんですけど。最後はスーパーマーケット
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です。

　伝統的なモデルのほか、新型モデルがありま

す。新型モデルは、農家からスーパーまでと、

インターネットを通じて農家が配送業者に委託

して直接消費者までのモデルがあります。これ

は昔と全然変わってきました。

　私は、2004年からイチゴ産地の調査をしてい

ます。イチゴ産地は、杭州市から110キロメー

トル程度の所にあります。90年代にイチゴ産地

を形成しました。

　最初は、みんな竹籠で、収穫したイチゴを市

場まで自由に持っていって、仲買商人に売りま

す。仲買商人は運送業者に委託して、消費地ま

で運びます。仲買商人は消費地卸売市場で小売

商に売ります。

　これは2004年から2007年に調査した流通ルー

トです。農民販銷戸は、もともとイチゴ農家で

す。イチゴ農家が、例えば５～６人で経営して、

自分が生産したものを直接売ると高く売れるの

で、一部の人は農家から分化して専門の販売者

になります。産地で購入して消費地で売る。例

えば夫婦２人、１人が産地で購入して、もう１

人が消費地で売るかたちになっています。

　これは10年前のことですが、また流通ルート

が変わってきました。2016年から私は、産地卸

売市場に調査に行っていますが、産地卸売市場

はなくなったのです。なぜかというと、農家が

自分で、インターネットで消費者に直販します。

調査が難しいので、占める割合は分かりません

が、非常に高くなっています。

　あと、合作社（協同組合）です。農家は合作

社に委託して、合作社は大量のものを持って、

スーパーや果実商店、食品加工企業などと交渉

して、より高く売れるようになっています。

　農産物流通の問題について、流通コストは高

いです。ガソリンは、日本より非常に高い値段

で売っています。あと、輸送費ですね、高速道

路料金と罰金が高いです。以上２つの要因があ

ります。また、農産物流通主体の協力が深くな

く、農家の利益が無視されています。農産物卸

売市場の機能が不十分、インフラの整備などが

不十分です。

　農村電子商取引による農産物流通への影響

は、農民生産者の農産物流通に対する考え方に

変化が生じました。農民は自分でインターネッ

トを利用して、積極的に市場に立ち向かってい

ます。

　２点目は、農産物流通の発展は一層専門化さ

れています。例えば、農産物流通専門の企業が

どんどん増えています。３点目は、農産物流通

環節が減少し、流通コストが下がっています。

例えば人件費、実体店舗の運営コストなどがあ

ります。４点目は、農産物の運送は消費者のニー

ズ（少量、個人的なニーズ）を満足させること

ができます。

　杭州芸福堂茶葉有限会社は、去年、私と中村

学園大学の徐先生が一緒に調査に行きました。

この会社は、お茶を販売する専門の会社です。

販売はインターネットのみです。資本金は約

580万元です。

　ここにサポートセンターの写真があります。

私と徐先生が撮ったものです。彼らは、朝８時

から夜12時ごろまで、ずっとインターネットで

お客さんと相談して、商品を売ったり、問題を

解決することなどをやっています。この会社の

社長、アリババのジャック・マーさんと一緒に

写真を撮りました。ここに置いてあります。い

ろいろな国や地方から賞ももらっています。

　会社の売上高を見ますと、2014年は2.34億元、

2018年は3.8億元になっています。62.4％増加

しました。成功した要因は、主にインターネッ

ト＋茶葉販売です。足りないところは、お茶の

多様化、標準化などで、改善することが必要で

す。オンラインショップは３つあります。１つ

目は天猫、２つ目は京東、３つ目は 福堂、自

分の会社のホームページです。もう一つの例は、

私が教えた大学生が創立した家庭農場です。こ

のミカンは、中国で高級といわれ、非常に高い
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です。１個で35元、日本円では約500円以上に

なりますが、よく売れます。

　どのように売るか、微信で30％、実体見学販

売が70％です。

　今の栽培面積は270余ムー（１ムー＝0.067ha）。

　これから発展の中心は、電子商取引になりま

す。

　私も調査に２、３回ぐらい行ってきました。

この施設は、先ほど報告したように、非常に高

いです。なぜここまでできたかというと、彼の

父親がつくったのですが、資金の半分は国から

の補助金です。農村振興政策は、国から農民た

ちにいろいろな補助金を出しています。

　盒馬鮮生は、先ほど甲斐先生も紹介しました

が、アリババがつくった新しい小売業です。こ

の店で購入することもできますし、盒馬 App

で注文することもできます。支払いは Alipay

のみです。現金などの支払いはできません。店

舗数は約150店舗、アリババの目標は180店舗突

破。店の近くまで３キロメートル以内、30分以

内に届けることができます。無条件の返品サー

ビスも提供しています。これは今年、徐先生と

一緒に盒馬鮮生に調査に行ったときの写真です。

　最後、全体のまとめです。

　１点目は、中国国民所得と食品消費支出の増

加、携帯電話とインターネットの普及、国家農

村振興戦略など、農村電子商取引の発展のため

に、しっかりした基礎を築きました。

　２点目は、農村の電子商取引が急速に発展し、

サービスモデルの多様化、電子商取引農産物の

種類の増加、さらに現地化とブランド化が進ん

でいます。

　３点目は、電子商取引の背景の下、農産物流

通の主体とパターンは全て変化し、伝統的な卸

売市場を中心とした流通体系もだんだんと転換

して、電子商取引と結び付けて新しい流通体系

を形成しています。

　４点目は、電子商取引の背景の下、農産物流

通の革新は長期的な過程で、農村の基本的な情

報施設と物流システムの建設を絶えず改善する

だけでなく、人材の建設を強化して、さらに多

くの政策の支持を提供します。もちろんイン

ターネット政策ですね。

　以上でございます。ありがとうございます。

（講演２：終了）
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